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An(q)は q-qa-2･0と, q-qJg I
-0.7に不連続な転移を持っている｡
は,カオスの特性を捉えていることになるo An(q)は,




の Anを表現 している.即ちア トラクター内の特徴的な構造が, An(q)の視点からそれぞれ別
の相 として取 り出されたことになる｡これは, q一相転移と呼ばれ,カオスのア トラクターの
特徴を捉えるのに有用だと思われる｡
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同様の qα, qp-相転移は,バンド･クライシスにおいても発生し,qα一相転移は,非双曲









東工大･理 小 野 雅 也,椎 野 正 等
§1 は じめ に
カオ スを起 こす系 に対 する熟浴の影響を､ 熟擾乱 として あ らわに取 り入れ たと
き､ それに よって系の振舞 いは如何 に変化す るか｡ この間題 を明 らか にす ること
は､ 実験室系 などのたえずノイズにさ らされている系 と､ ノイズが無 い純粋 な系
との対応 をつけ､ カオ スに対す る知見 を新 たな視点 か ら得 るという意義があ る｡
すで にこの問題 に関 してい くつかの研究 が行われて きた｡ たとえば､ ∫.P.
C∫utchfie1dとB.A.Hubermanは､ pe∫io d do u
b1inど bifu∫cation type の リミッ トサ イクル ーカオ
ス転移 におけ るbifurcation gap の存在 を発見 して いる (1)｡
また､ 津田､ 松本 は､ B-Zモデル の一次元マ ップにノイズを加え ることに より
カオ スが消失 した事例 を報告 している (2)｡
ところがその一方 で､ ノイズの加わ ることによる系の変数の分布 関数 を考慮 し
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